
は
じ
め
に

川
端
康
成
の
『
竹
取
物
語
』
現
代
語
訳

る
。
こ
れ
は
現
代
語
訳
が
川
端
康
成
で
、
英
訳
を
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー

ン
、
挿
絵
の
切
絵
を
宮
田
雅
之
が
担
当
し
た
横
本
で
あ
る
。
見
開
き

の
左
の
ペ
ー
ジ
に
川
端
康
成
の
現
代
語
訳
、
右
の
ペ
ー
ジ
に
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
に
よ
る
英
訳
が
載
せ
ら
れ
、
所
々
に
切
絵
を
配
し
た
趣

向
の
本
で
あ
る
。
こ
の
本
の
数
ヶ
月
後
の
一
九
九
八
年
六
月
一
日
に
、
一

「
川
端
康
成
全
集
」
を
底
本
と
し
た
『
現
代
語
訳
竹
取
物
語
」
が
、
新
説

潮
文
庫
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

川
端
康
成
に
よ
る
「
竹
取
物
語
」
の
現
代
語
訳
は
、
い
く
つ
か
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
川

端
康
成
は
、
一
九
三
七
年
に
『
竹
取
物
語
」
の
現
代
語
訳
を
発
刊
し

た
後
も
、
そ
の
現
代
語
訳
に
手
を
加
え
続
け
、
改
変
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
本
稿
で
は
、
川
端
康
成
の
生
前
に
発
刊
さ
れ
た
「
竹
取
物

語
」
現
代
語
訳
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

そ
の
差
異
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

沼
尻

利

通

川
端
康
成
は
平
安
時
代
の
物
語
文
学
の
現
代
語
訳
を
い
く
つ
か
刊

行
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
竹
取
物
語
」
が
あ
る
。
川
端
康
成
の

『
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
の
特
徴
は
、
山
田
吉
郎
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
川
端
康
成
は
『
竹
取
物
語
」
を

近
代
小
説
的
に
と
ら
え
る
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
近
代
小
説
に
近
い

形
式
に
よ
る
自
由
で
素
直
な
訳
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

川
端
康
成
が
、
最
初
に
『
竹
取
物
語
」
の
現
代
祇
訳
を
発
表
し
た

の
は
、
一
九
三
七
年
八
月
一
五
日
で
あ
る
。
現
代
語
訳
国
文
学
全
集

の
第
三
巻
と
し
て
「
竹
取
物
語
』
の
現
代
語
訳
と
解
説
を
、
非
凡
閣

よ
り
出
版
し
て
い
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
川
端
康
成
に
よ
る
「
竹

取
物
語
」
の
現
代
語
訳
は
河
出
書
房
、
河
出
書
房
新
社
か
ら
形
を
変

え
て
刊
行
さ
れ
て
い
く
。
川
端
康
成
の
死
後
に
お
い
て
も
刊
行
は
続

く
。
一
九
八
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
川
端
康
成
全
集
」
第
三
五
巻

（
新
潮
社
）
に
収
載
、
一
九
九
八
年
に
は
、
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
か
ら
、
「
対
訳
竹
取
物
語
」
（
三
月
二
○
日
発
行
）
が
発
刊
さ
れ



は
れ
る
。
ま
た
「
竹
取
物
語
」
は
の
ち
に
「
日
本
図
民
文
畢
全

言
物
語
」
と
二
篇
を
収
め
、
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
と

り
か
へ
ぱ
や
物
語
」
は
、
昭
和
十
二
年
常
時
で
さ
へ
、
伏
字
を

除
儀
な
く
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
昭
和
十
八
年
と
も
な
る
と
、

世
情
の
極
端
な
右
傾
化
が
促
進
さ
れ
、
た
め
に
皇
室
の
尊
厳
を

を
か
す
お
そ
れ
あ
り
と
さ
れ
て
、
こ
の
一
篇
を
削
除
し
た
と
思

一
、
川
端
康
成
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
の
種
類

川
端
康
成
の
「
竹
取
物
垂
聖
現
代
語
訳
の
出
版
は
、
一
九
八
一
一
年

に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
川
端
康
成
全
築
」
館
三
五
巻
の
解
題

に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

_一------..-句

年
九
月
十
五
日
、
河
出
書
一
房
新
社
刊
）
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

こ
の
現
代
語
課
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
川
端
家
か
ら
溌
見
さ

れ
た
資
料
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
る
に
、
石
漬
金
作
氏
な
ど
が
、

一
部
に
協
力
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
趣
が
あ
る

こ
と
を
、
附
け
加
へ
て
お
く
。

（
傍
線
は
引
用
者
．
四
五
三
～
四
五
四
頁
）

解
題
で
は
、
四
冊
の
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
七
年
（
昭
和

一
二
年
）
に
非
凡
閣
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
（
一
Ａ
１
｝
）
、
ま
た
同

じ
非
凡
開
か
ら
仮
綴
本
と
し
て
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
に
刊

行
さ
れ
た
も
の
（
一
Ａ
２
】
）
。
さ
ら
に
河
出
書
房
か
ら
、
一
九
五
六

年
（
昭
和
三
一
年
）
に
日
本
国
民
文
学
全
集
第
五
巻
「
王
朝
物
語
集

（
一
）
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
（
｛
Ｂ
１
－
）
、
一
九
六
○
年
（
昭

和
三
五
年
）
に
河
出
書
房
新
社
か
ら
日
本
文
学
全
集
第
三
巻
「
竹
取

物
語
・
伊
勢
物
語
・
落
窪
物
語
・
夜
半
の
寝
豊
」
全
Ｃ
｝
）
と
し
て

●
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
四
冊
が
、
「
川
端
康
成
全
集
」

の
解
題
に
示
さ
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
解
題
に
示
さ
れ
た
四
冊
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
川
端
康
成

の
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
が
確
認
で
き
る
。
河
出
書
房
は
昭
和
三

一
年
（
一
九
五
六
年
）
に
日
本
国
民
文
学
全
集
第
五
巻
「
王
朝
物
語

集
（
一
）
」
二
Ｂ
１
－
）
を
出
版
し
た
。
と
こ
ろ
が
河
出
番
房
は
一
九

五
七
年
に
経
営
破
綻
。
河
出
書
房
新
社
と
し
て
再
建
さ
れ
る
。
そ
の

河
出
書
房
新
社
は
、
一
九
五
八
年
一
○
月
一
五
日
に
日
本
国
民
文
学

全
集
第
五
巻
「
王
朝
物
語
集
（
一
）
」
（
｛
Ｂ
２
ご
を
出
版
し
な
お
し

て
い
る
。
こ
の
後
、
河
出
書
房
新
社
は
一
九
七
一
年
七
月
一
五
日
に

も
、
日
本
の
古
典
第
五
巻
と
し
て
「
王
朝
物
語
集
Ｉ
」
（
一
Ｄ
写
を

録
し
た
。
な
ほ
、
昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日
に
、
非
凡
閣
よ
り

「
現
代
語
課
園
文
畢
全
集
」
第
三
巻
に
「
竹
取
物
語
他
二
篇
」

3８

と
し
て
昭
和
十
二
年
八
月
十
五
日
、
非
凡
閣
よ
り
刊
行
き
れ
た
。

同
書
の
巻
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
篇
の
作
品
に
封
す
る
解
説
が

収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
全
集
で
は
、
こ
れ
を
第
三
十
二
巻
に
収



‘
］
川
端
康
成
『
竹
取
物
語
』
現
代
語
訳
の
諸
本
の
成
立
年
表

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
六
月
一
四
日
川
端
康
成
生
ま
れ
る

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
八
月
一
五
日
『
竹
取
物
語
（
他
二

篇
）
』
現
代
語
諜
園
文
単
全
集
第
三
巻
非
凡
間
〔
Ａ
１
一

一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
八
月
三
○
日
「
現
代
語
課
竹
取
物
塞
座

非
凡
閣
【
Ａ
２
一

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
六
月
二
五
日
『
王
朝
物
語
集
（
一
）
」

日
本
国
民
文
学
全
集
第
五
巻
河
出
書
房
【
Ｂ
１
｝

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
河
出
書
房
経
営
破
綻
河
出
書
一
房

新
社
設
立

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
一
○
月
一
五
日
『
王
朝
物
語
集

（
一
墓
日
本
国
民
文
学
全
集
第
五
巻
河
出
書
房
新
社
〔
Ｂ
２
］

一
九
六
○
年
（
昭
和
三
五
年
）
九
月
一
五
日
『
竹
取
物
語
・
伊
勢

物
語
・
落
窪
物
語
・
夜
半
の
寝
篭
』
日
本
文
学
全
集
第
三
巻
河

出
書
房
新
社
（
〔
Ｃ
》

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
七
月
一
五
日
「
王
朝
物
需
集
Ｉ
」

日
本
の
古
典
第
五
巻
河
出
書
房
新
社
〔
Ｄ
一

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
四
月
一
六
日
川
端
康
成
死
去

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
二
月
二
○
日
「
川
端
康
成
全
集
」

第
三
五
巻
新
潮
社
【
Ｅ
一

一
九
九
八
年
（
平
成
一
○
年
）
三
月
二
○
日
「
対
訳
竹
取
物
語
」

（
英
訳
“
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
）
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

｛
Ｆ
一

一
九
九
八
年
（
平
成
一
○
年
）
六
月
一
日
「
現
代
語
訳
竹
取
物
語
」

新
潮
文
庫
【
Ｇ
一

ｰ

図
１
ｰ

－３９－

出
版
し
、
そ
こ
に
川
端
康
成
『
竹
取
物
語
』
現
代
語
訳
が
収
赦
さ
れ

て
い
る
。
一
九
七
二
年
四
月
一
六
日
に
川
端
康
成
が
死
去
し
た
後
、

一
九
八
二
年
二
月
二
○
日
に
新
潮
社
よ
り
『
川
端
康
成
全
集
』
第
三

五
巻
か
発
刊
さ
れ
、
そ
こ
に
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
（
一
Ｅ
一
）
と

そ
の
解
題
が
収
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
に
も
、
川
端
康
成
の
『
竹
取
物

語
」
現
代
語
訳
は
出
版
さ
れ
続
け
、
前
述
し
た
と
お
り
、
一
九
九
八

年
三
月
二
○
日
、
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
よ
り
英
訳
と
対
照

さ
せ
た
「
対
訳
竹
取
物
語
』
二
Ｆ
一
）
が
出
版
、
同
年
六
月
一
日
に

新
潮
文
庫
二
Ｇ
一
）
か
ら
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
出
版
の

状
況
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
年
表
に
な
る
（
［
図
１
］
参
照
）
。

以
上
、
川
端
康
成
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
六
冊
”
死
後
に

刊
行
さ
れ
た
も
の
は
三
冊
。
合
計
す
る
と
九
種
類
の
も
の
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
ｃ

こ
の
う
ち
、
出
版
日
時
は
異
な
る
も
の
の
、
本
文
が
ま
っ
た
く
同

じ
も
の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
非
凡
閣
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も

の
（
｛
Ａ
１
一
と
〔
Ａ
２
一
）
、
い
ま
一
つ
は
河
出
書
房
（
河
出
書
房

新
社
）
の
日
本
国
民
文
学
全
集
第
五
巻
「
王
朝
物
語
集
（
ご
」

（
一
Ｂ
１
－
と
［
Ｂ
２
己
で
あ
る
。

前
者
の
非
凡
閣
の
本
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
非
凡
閣
か
ら
は
二

種
類
の
「
竹
取
物
語
』
現
代
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
七

年
、
非
凡
閣
の
現
代
語
課
園
文
皐
全
集
第
三
巻
「
竹
取
物
語
（
他
二

篇
達
（
［
Ａ
１
｝
）
と
、
そ
れ
に
続
い
て
出
版
さ
れ
た
、
一
九
四
三
年
、

非
凡
閣
の
「
現
代
語
課
竹
取
物
語
』
（
〔
Ａ
２
｝
）
で
あ
る
。
一
九
三
七



ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
非
凡
開
の
一
九
三
七
年
版
一
Ａ
１
－
に
勝
微

的
な
誤
植
は
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
傍
点
で
誤
植
の
箇
所
を
示
し

つ
つ
実
例
を
あ
げ
る
と
、
「
力
を
撤
し
ま
し
た
る
と
こ
些
少
に
は
ご

ざ
り
ま
せ
ぬ
」
（
二
六
頁
）
、
「
そ
れ
で
こ
れ
を
技
り
取
っ
て
き
た
の

で
す
」
（
三
四
頁
）
、
「
も
う
二
度
と
こ
こ
へ
蹄
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
ど
と
仰
有
っ
た
の
で
」
（
四
一
頁
）
、
「
お
気
付
に
ま
る
と
」
（
五
七

頁
）
、
「
わ
た
し
く
は
帝
の
御
役
に
も
立
ち
ま
せ
う
」
（
六
六
頁
）
、

、
、

「
そ
に
は
ど
う
し
て
も
ゆ
か
ぬ
と
い
ふ
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
の
で
」

ま
さ

（
七
一
一
一
頁
）
、
「
こ
の
わ
し
と
並
ん
で
も
勝
り
劣
り
が
な
い
位
」
（
七
四

、

頁
）
、
「
大
聾
で
位
き
わ
め
く
の
で
あ
っ
た
」
（
七
四
頁
）
、
「
考
へ
て

、
、
、

坪
一

み
ま
と
」
（
八
○
頁
）
な
ど
の
よ
う
な
、
明
ら
か
な
誤
植
が
、
訂
正

さ
れ
な
い
ま
ま
一
九
四
三
年
新
装
版
｛
Ａ
２
一
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
特
徴
的
な
誤
植
は
一
九
三
七
年
版
一
Ａ
１
｝
と
一
九

四
三
年
新
装
版
｛
Ａ
２
一
に
共
通
で
、
こ
れ
以
後
に
出
版
さ
れ
た
も

の
に
は
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
一
九
三
七
年
版
一
Ａ
１
－
と
一

九
四
三
年
新
装
版
一
Ａ
２
－
の
本
文
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
非
凡
閣
の
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
は
、
外
見
こ

そ
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
と
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
違
い
は
あ
る
が
、
中
身
は

全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。

河
出
番
房
と
河
出
瞥
房
新
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
日
本
同
民
文
学

全
集
第
五
巻
「
王
朝
物
語
集
（
一
）
」
（
一
Ｂ
１
－
と
｛
Ｂ
２
一
）
も
小

情
は
同
じ
で
あ
る
。
河
出
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
奥
付
は
「
昭
和
三

十
一
年
六
月
二
十
日
初
版
印
刷
昭
和
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
初

4０

年
に
川
版
さ
れ
た
も
の
は
、
上
製
本
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の

も
の
、
一
九
四
三
年
に
出
版
き
れ
た
「
新
装
版
」
は
、
並
製
本
、
い

わ
ゆ
る
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
で
あ
る
。
後
者
の
、
一
九
四
三
年
「
現
代

語
課
竹
取
物
語
」
奥
付
に
は
、
「
昭
和
十
二
年
八
月
十
日
印
刷
／

昭
和
十
二
年
八
月
十
五
日
饗
行
／
昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日
新

装
渡
行
（
五
・
○
○
○
部
）
」
と
あ
る
。
「
新
装
溌
行
」
と
新
し
く
活

字
を
組
み
直
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
は
同

じ
製
版
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
装
版
に
す
る
に
あ

た
り
、
本
文
に
手
を
加
え
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
本

の
本
文
を
見
比
べ
る
と
、
二
つ
は
ま
っ
た
く
同
じ
組
版
と
な
っ
て
お

り
、
同
一
の
製
版
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
を

詳
し
く
検
証
し
て
も
、
同
じ
結
論
に
至
る
。
最
初
に
出
版
さ
れ
た
一

九
三
七
年
版
｛
Ａ
１
一
で
の
特
徴
的
な
誤
植
を
、
一
九
四
三
年
新
装

版
〔
Ａ
２
一
で
も
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
具
体
例

を
示
し
て
い
き
た
い
。
非
凡
閣
の
一
九
三
七
年
版
｛
Ａ
１
｝
で
は

「
そ
の
神
の
援
助
に
よ
っ
て
玉
の
杖
を
作
り
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
」

（
一
八
頁
・
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

蓬
莱
の
玉
の
枝
を
車
持
皇
子
が
偽
造
す
る
く
だ
り
、
「
玉
の
枝
」
で

あ
る
べ
き
箇
所
が
「
玉
の
杖
」
と
誤
植
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
誤
植

は
、
一
九
四
三
年
新
装
版
｛
Ａ
２
一
の
同
頁
で
も
、
「
玉
の
杖
」
と

な
っ
て
お
り
、
誤
植
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
誤
植
の
訂

正
は
、
一
九
五
六
年
の
河
出
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
日
本
阿
民
文
学

全
集
第
五
巻
『
王
朝
物
語
集
室
）
」
｛
Ｂ
１
－
を
待
た
な
け
れ
ば
な



国民全集版【Ｂ】

二
、
非
凡
閣
版
か
ら
国
民
全
集
版
、
日
本
文
学
全
集
版
へ

戦
前
に
川
端
康
成
は
「
竹
取
物
語
」
の
現
代
語
訳
を
非
凡
閣
か
ら

出
版
し
、
戦
後
、
河
出
書
一
房
（
河
出
書
房
新
社
）
か
ら
現
代
語
訳
を

４１

[図２］川端康成『竹取物語」現代語訳の系統図

一…まったく同じ-..．強い影響･･･…・・…弱い影響

【生前の刊行】

新潮文庫版

1998年６月

新潮社【Ｇ】

日本文学全集版

1960年

河出書房新社ＩＣＩ

【死後の刊行】

非凡閣版【Ａ】

版
発
行
」
と
あ
る
。
そ
の
二
年
後
、
河
出
書
房
新
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
奥
付
に
は
「
昭
和
三
十
三
年
十
月
十
日
初
版
印
刷
／
昭
和
三
十
三

年
十
月
十
五
日
初
版
発
行
」
と
あ
る
。
発
行
日
が
異
な
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
違
う
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
二
つ
を
見
比

べ
て
み
る
と
、
と
も
に
三
段
組
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
組
版
で
あ
る
。

同
一
の
製
版
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

河
出
書
房
と
河
出
書
房
新
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
日
本
国
民
文
学
全
集

第
五
巻
『
王
朝
物
語
集
（
一
）
」
で
の
川
端
康
成
の
「
竹
取
物
語
」

現
代
語
訳
は
、
出
版
年
月
日
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、
中
身
は
全
く

同
じ
も
の
と
判
断
で
き
る
。

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ら
本
文
の
系
統
図
を
描
く
と
次
の

［
図
２
］
よ
う
に
な
る
。
川
端
康
成
の
生
前
、
川
端
康
成
が
手
を
加

え
得
た
も
の
は
、
非
凡
閣
版
〔
Ａ
一
の
二
種
（
一
九
三
七
年
と
一
九

四
三
年
）
と
、
国
民
全
集
版
〔
Ｂ
－
の
二
種
（
一
九
五
六
年
と
一
九

五
八
年
）
、
お
よ
び
一
九
六
○
年
に
河
出
書
房
新
社
よ
り
出
版
さ
れ

た
日
本
文
学
全
集
版
一
Ｃ
】
と
一
九
七
一
年
に
や
は
り
河
出
書
房
新

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
日
本
の
古
典
版
｛
Ｄ
】
の
、
合
計
四
種
（
細
分

化
さ
れ
た
非
凡
閣
版
と
国
民
全
集
版
を
加
え
れ
ば
六
種
）
と
な
る
。

川端康成全集版

1982年

新湘社【Ｅ】

日本の古典版

1971年

河出書房新社ＩＤ】

。……･…卜

1937年

非凡閣【Ａ１】

1943年新装版

非凡開【Ａ２】

1956年

河出書房ＩＢ１】

1958年

河出書房新社【Ｂ２】



よ

つ
つ

田
心
ふ
て
近
寄
っ
て
み
る
と
、
そ
の
筒
の
中
が
光
っ
て
ゐ
る
。
更

に
よ
く
見
る
と
、
そ
の
中
に
三
寸
ほ
ど
の
小
さ
な
人
が
可
愛
ら

お
き
な

‐
レ
ノ
、
入
っ
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
翁
は
、

「
わ
し
が
毎
日
朝
夕
に
見
る
竹
の
中
に
ゐ
た
の
だ
か
ら
、
そ
な

た
は
営
然
わ
し
の
子
に
な
る
べ
き
人
ぢ
や
。
」

と
云
っ
て
、
そ
の
子
を
手
の
中
に
入
れ
て
家
へ
錦
つ
た
。

（
非
凡
閣
版
〔
Ａ
一
二
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
「
人
が
あ
っ
た
」
「
生
計
に
あ
て
て
ゐ
た
」
「
常
然
」

「
蹄
つ
た
」
な
ど
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
あ
り
、
「
こ
な
ど
の
促
音

も
大
文
字
、
字
体
も
旧
字
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
和
歌
を
ど
の
よ
う
に
表
記
す
る
か

と
い
う
点
に
あ
る
。
句
読
点
に
よ
っ
て
和
歌
を
区
切
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
例
示
す
る
と
、

か
ぐ
や
姫
は
不
思
議
に
思
ふ
て
、
そ
れ
を
見
る
と
、
鉢
の
中
に

手
紙
が
入
っ
て
ゐ
る
。
ひ
ろ
げ
て
見
る
と
、

う
み
や
ま
み
い
Ｌ

海
山
の
、
路
に
心
を
議
し
果
、
御
石
の
鉢
の
、
涙
流

れ
き
。

み
い
し

（
そ
の
意
味
に
、
あ
な
た
の
御
註
文
の
怖
の
御
石
の
鉢
を
と
り
に
、
天
笠
ま

で
梅
山
千
里
の
道
を
心
の
あ
り
た
け
を
つ
く
し
て
苦
勢
を
し
て
と
り
に
行

み
い
Ｌ
勉
ら
、
、

つ
た
の
で
、
私
は
資
際
血
の
涙
が
流
れ
た
と
。
御
石
の
鉢
の
ち
を
血
に
か

け
て
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
）

（
非
凡
閣
版
〔
Ａ
一
一
四
～
一
五
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
和
歌
は
本
文
に
対
し
て
三
字
下
げ
、
読
点
に
よ
っ

4２

出
版
し
続
け
る
。
非
凡
閣
版
は
一
九
三
七
年
、
新
装
版
を
一
九
四
三

年
に
出
版
し
、
河
出
書
房
（
の
ち
に
河
出
書
房
新
社
）
か
ら
は
、
日

本
国
民
文
学
全
集
と
し
て
一
九
五
六
年
と
一
九
五
八
年
、
日
本
文
学

全
集
と
し
て
一
九
六
○
年
、
日
本
の
古
典
と
し
て
一
九
七
一
年
、
そ

れ
ぞ
れ
出
版
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
古
典
文
学
作
品
の
現
代
語
訳

を
出
版
す
る
企
画
が
川
端
康
成
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
、
過
去
に
川

端
康
成
が
『
竹
取
物
語
」
の
現
代
語
訳
を
出
し
て
い
た
た
め
、
出
版

す
る
と
い
う
運
び
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
あ

る
な
ら
、
非
凡
閣
版
の
本
文
が
そ
の
ま
ま
河
出
書
房
（
河
出
書
房
新

社
）
の
企
画
に
流
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
文
に
は
微
妙
な

違
い
が
あ
る
。
新
し
く
出
版
す
る
さ
い
に
、
川
端
康
成
は
訳
に
手
を

加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
微
妙
な
修
正
を
加
え
な
が
ら
出
版
が
続
け

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
指
摘
し
た
誤
植
な
ど
は
訂
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
、
訳
の
本
文
自
体
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
だ
ろ
う

か
。
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
非
凡
閣
版
一
Ａ
｝
の
特
色
は
、
歴
史
的
仮

名
遣
い
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
促
音
も
す
べ
て

大
文
字
、
文
字
も
旧
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
示
す
と
、

お
き
癒

辻
口
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
人
が
あ
っ
た
。
野
山
に
入
っ
て
竹
を
取

か
ご

つ
て
は
、
そ
れ
で
篭
な
ど
を
作
り
、
生
計
に
あ
て
て
ゐ
た
。
名

ぎ
ぬ
き
の
み
や
つ
こ
室
ろ

を
、
讃
岐
造
麻
呂
と
云
っ
た
。
或
る
日
さ
う
し
て
竹
を
取
っ
て

み
き

ゐ
る
と
、
そ
の
中
に
一
本
幹
の
光
る
竹
が
あ
っ
た
。
不
思
議
に



に
お
い
て
復
活
す
る
。
た
だ
し
、
川
端
康
成
全
集
版
は
、
和
歌
の
句

読
点
は
再
現
し
て
い
な
い
。

で
は
、
非
凡
閣
版
の
旧
字
体
と
歴
史
的
仮
名
遣
い
が
、
国
民
全
集

版
以
後
に
は
新
字
体
と
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
ら
れ
、
本
文
の
中
身

は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
と
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

実
は
少
し
ず
つ
微
妙
で
は
あ
る
が
、
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
先
に
引
用
し
た
、
非
凡
閣
版
の
冒
頭
部
分
と
、
次
に
示
す
国
民

全
集
版
の
冒
頭
部
分
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

お
き
な

垂
口
、
竹
取
の
翁
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
野
山
に
入
っ
て
竹
を
取
っ

か
ご

て
は
、
そ
れ
で
龍
な
ど
を
作
り
、
生
計
に
あ
て
て
い
た
。
名
は

剣
ゐ
じ
の
み
や
？
」
堂
ら

讃
岐
造
麻
呂
と
い
っ
た
。
あ
る
日
、
そ
う
し
て
竹
を
取
っ
て
い

る
と
、
そ
の
中
に
一
本
、
幹
の
光
る
竹
が
あ
っ
た
。
不
思
議
に

思
っ
て
近
寄
っ
て
み
る
と
、
そ
の
筒
の
中
が
光
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
よ
く
見
る
と
、
そ
の
中
に
三
寸
ほ
ど
の
小
さ
な
人
が
可
愛

ら
し
く
入
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
翁
は
、

「
わ
し
が
毎
日
朝
夕
に
見
る
竹
の
中
に
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
な

た
は
当
然
わ
し
の
子
に
な
る
べ
き
人
じ
ゃ
ｏ
」

と
言
っ
て
、
そ
の
子
を
手
の
中
に
入
れ
て
家
へ
帰
っ
た
。

（
国
民
全
集
版
【
Ｂ
一
三
頁
）

二
亜
傍
線
部
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
、
非
凡
閣
版
と
異
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
句
読
点
が
新
し
く
う
ち
な
お
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

き
ぬ
心
の
み
や
つ
こ
ま
る

か
る
。
ほ
か
に
注
目
で
き
る
異
同
は
「
名
を
、
讃
岐
造
麻
呂
と
云
つ

Ｉ
畠
魯
の
み
や
つ
こ
塗
ろ

た
」
（
非
凡
閣
版
）
と
「
名
は
讃
岐
造
麻
呂
と
い
っ
た
」
（
国
民
全
集

４３

て
区
切
ら
れ
、
末
尾
に
は
句
点
が
う
た
れ
て
い
る
。
そ
の
左
に
、
和

歌
の
訳
が
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
示
さ
れ
る
。
『
竹
取
物
語
」
に
は

一
五
首
の
和
歌
が
あ
る
が
、
非
凡
閣
版
で
は
す
べ
て
の
和
歌
に
句
読

点
が
う
た
れ
て
い
る
。
句
読
点
は
、
五
、
七
、
五
、
七
、
七
。
と
い

う
リ
ズ
ム
で
打
た
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
例
示
し
た

う
み
や
１

み
い
し

「
海
山
の
、
路
に
心
を
識
し
果
、
御
石
の
鉢
の
、
涙
流
れ
き
。
」
の

「
路
に
心
を
蓋
し
果
、
」
の
よ
う
に
七
・
五
を
読
点
で
区
切
ら
な
い
例

か
は
ご
ろ
も

も
見
ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
「
か
ぎ
り
な
き
、
お
も
ひ
に
焼
け
ぬ
姿
、

た
も
と

き

快
乾
き
て
、
今
日
こ
そ
は
著
め
・
」
（
一
一
一
四
頁
）
が
あ
り
、
「
お
も
ひ

か
は
ご
ろ
も

に
焼
け
ぬ
姿
、
」
を
読
点
で
は
区
切
っ
て
い
な
い
。
和
歌
の
内
容

に
よ
っ
て
区
切
り
を
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
へ
の
句

読
点
は
、
非
凡
閣
版
に
特
有
の
も
の
で
、
非
凡
閣
版
を
ベ
ー
ス
に
し

た
は
ず
の
川
端
康
成
全
集
版
【
Ｅ
－
に
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
川

端
康
成
に
よ
る
非
凡
閣
版
で
の
和
歌
へ
の
句
読
点
は
、
和
歌
の
リ
ズ

ム
を
璽
視
し
、
脚
身
の
歌
に
句
読
点
を
付
し
て
い
た
釈
担
空
（
折
口

信
夫
）
の
影
緋
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
非
凡
閣
版
一
Ａ
一
は
旧
字
体
に
よ
り
、
歴
史
的

仮
名
遣
い
が
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
和
歌
に
は
句
読
点
が
う
た
れ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
国
民
全
集
版
〔
Ｂ
一
以
後
の
日
本
文
学
全
集
版

｛
Ｃ
一
、
日
本
の
古
典
版
〔
Ｄ
－
で
は
す
べ
て
が
新
字
体
に
な
り
、

現
代
仮
名
遺
い
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
和
歌
へ
の
句
読

点
は
う
た
れ
て
い
な
い
。
非
凡
閣
版
の
、
旧
字
体
と
歴
史
的
仮
名
遣

い
は
、
川
端
康
成
の
死
後
に
編
纂
さ
れ
た
、
川
端
康
成
全
集
版
一
Ｅ
］



ば
ま
あ
、
自
分
の
生
ん
だ
子
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
あ
ま
り
こ
ち
ら
が
Ⅲ
い
て
も
、
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を

平
気
で
言
う
の
で
、
」
（
一
八
頁
）
と
の
ケ
ー
ス
。
ほ
か
に
は
、
非
凡

閣
版
で
「
「
若
し
わ
た
く
し
の
申
上
げ
る
こ
と
が
、
こ
の
園
の
図
王

そ
む

の
お
言
葉
に
背
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
し
た
ら
、
」
（
六
二
頁
陵
が
、

国
民
全
書
版
で
は
「
も
し
わ
た
し
の
申
し
上
げ
る
こ
と
が
、
稲
の
お

言
葉
に
背
い
て
い
る
と
い
う
の
で
し
た
ら
、
」
（
一
八
頁
）
・
非
凡
閣
版

で
「
そ
れ
だ
の
に
、
お
前
は
泣
い
た
り
膜
い
た
り
す
る
わ
け
は
全
然

な
い
わ
け
で
は
な
い
か
。
」
（
八
三
頁
）
が
、
国
民
全
書
版
で
は
「
そ

１
１
１

れ
だ
か
ら
、
お
前
は
泣
い
た
り
嘆
い
た
り
す
る
わ
け
は
、
全
然
な
い

こ
ろ
も

で
は
な
い
か
。
」
（
一
一
四
頁
）
。
非
凡
閣
版
で
「
こ
の
衣
を
着
た
人
は
、

既
に
一
切
の
物
思
ひ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
、
」
（
八
八
頁
）
が
、

国
民
全
書
版
で
は
「
こ
の
衣
を
着
た
人
は
、
蒲
た
が
最
後
に
一
切
の

物
思
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
」
（
二
五
頁
）
な
ど
の
例
が
あ

げ
ら
れ
る
。
川
端
康
成
は
、
国
民
全
書
版
を
出
版
す
る
さ
い
に
、
非

凡
閣
版
に
手
を
加
え
、
細
か
く
言
葉
を
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
置
き
換
え
ら
れ
た
言
葉
は
、
国
民
全
書
版
以
後
の
日

本
文
学
全
集
版
、
日
本
の
古
典
版
へ
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

言
葉
を
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
非
凡
閣
版
に
あ
っ
た
言
葉
を
、

国
民
全
書
版
に
す
る
さ
い
に
除
去
す
る
例
も
あ
る
。
非
凡
閣
版
に
は

「
さ
あ
、
何
を
世
い
て
も
い
ち
早
く
神
に
お
祈
り
を
な
さ
い
ま
せ
。
」

（
四
五
頁
）
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
国
民
全
書
版
で
は
「
さ
あ
、
何
を

お
い
て
も
、
い
ち
早
う
お
祈
り
を
な
さ
い
ま
せ
。
」
二
四
頁
）
と

4４

版
・
二
亜
傍
線
部
は
引
用
者
）
で
あ
る
。
微
妙
な
違
い
で
は
あ
る
が
、

助
詞
を
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
非
凡
閣
版
か
ら

国
民
全
集
版
へ
と
移
行
す
る
に
さ
い
し
て
、
川
端
康
成
は
細
か
な
微

調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
微
調
整
は
、
後
の
日
本
文
学
全
集

版
一
Ｃ
一
か
ら
日
本
の
古
典
版
一
，
一
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
ケ
ー

ス
が
多
い
。
具
体
的
に
は
、
非
凡
閣
版
で
「
銭
」
（
四
一
頁
・
四
八

頁
）
と
い
う
言
葉
が
二
回
出
て
く
る
が
、
国
民
全
集
版
で
は
「
お
金
」

（
一
二
頁
・
一
五
頁
）
に
す
べ
て
置
き
換
え
ら
れ
、
以
後
の
日
本
文

学
全
集
版
、
日
本
の
古
典
版
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
非
凡

閣
版
で
の
「
支
那
」
と
い
う
言
葉
も
同
様
で
あ
る
。
「
支
那
」
と
い

う
言
葉
は
非
凡
閣
版
で
は
五
例
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
国

民
全
書
版
で
は
「
中
国
」
に
改
め
ら
れ
、
以
後
の
日
本
文
学
全
集
版
、

日
本
の
古
典
版
に
受
け
継
が
れ
る
。

細
か
い
悠
正
は
、
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
く
な
る
が
、
代
表
的
な
異

同
を
、
非
凡
閣
版
は
点
線
、
国
民
全
書
版
は
二
重
傍
線
で
示
し
て
い

：
ｆ

き
た
い
。
非
凡
閣
版
で
「
わ
し
は
そ
の
山
の
周
圃
の
切
岸
を
歩
い
て

み
ま
し
た
が
」
（
二
四
頁
）
が
、
国
民
全
書
版
で
は
「
わ
し
は
そ
の

Ｉ

山
の
周
囲
の
が
け
ふ
ち
を
歩
い
て
み
ま
し
た
が
」
（
八
頁
）
と
一
一
一
口
葉

が
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
多
く
、
非
凡
閣
版
は

「
か
ぐ
や
姫
は
幼
少
の
時
か
ら
育
て
上
げ
て
、
云
は
ぱ
ま
あ
自
分
の

生
ん
だ
子
も
同
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
あ
ま
り
こ
ち
ら
が
聞
い
て

も
勿
燈
な
い
や
う
な
こ
と
を
平
然
と
云
ふ
の
で
、
」
（
六
一
頁
）
が
、

国
民
全
書
版
で
は
「
か
ぐ
や
姫
は
幼
い
時
か
ら
育
て
上
げ
て
、
い
わ



金
を
足
し
て
買
い
取
っ
て
お
き
ま
し
た
、
そ
こ
で
今
、
金
子
を

五
十
両
だ
け
、
さ
っ
そ
く
お
送
り
願
い
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も

し
ま
た
、
そ
の
お
代
金
が
い
た
だ
け
ま
せ
ん
時
に
は
、
ど
う
か

こ
の
姿
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
御
返
却
願
い
と
う
存
じ
ま
す
る
。
」

（
国
民
全
集
版
一
Ｂ
一
一
○
～
一
一
頁
）

国
民
全
集
版
で
は
「
こ
の
船
が
蹄
り
ま
す
時
に
、
そ
れ
だ
け
の
お
金

を
ど
う
か
お
と
ど
け
願
ひ
た
う
存
じ
上
げ
ま
す
」
が
除
去
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
除
去
は
、
他
に
も
確
認
で
き
る
。
蓬
莱
の
珠
の
枝
の

く
だ
り
で
、
非
凡
閣
版
は
、

。
。
。
…
…
…
…
…
さ
い
く
に
ん

か
ぐ
や
姫
は
、
さ
つ
き
の
懇
願
し
た
細
工
人
達
を
呼
び
入
れ
て
、

有
難
い
人
達
だ
と
ば
か
り
に
、
給
金
を
う
ん
と
取
ら
せ
た
。
す

き
額
く
に
ん

る
と
細
工
人
達
は
非
常
に
よ
ろ
こ
ん
で
、
「
あ
あ
田
心
つ
た
通
り

に
頂
け
た
。
」
と
、
喜
喜
と
し
て
鴎
り
か
か
っ
た
が
、
そ
の
途

く
ら
も
角
の
み
こ

中
で
車
持
皇
子
の
た
め
に
彼
等
は
血
が
出
る
ほ
ど
に
も
ひ
っ
ぱ

た
か
れ
た
。
折
角
貰
っ
た
お
給
金
も
甲
斐
も
な
く
、
皆
捨
て
さ

０
０
‘
‐
，
０
，
‐
，
，
‐
‐
、
‐
‐
０
，
０
，
，
‐
‐
。
。
。
。
。
。
。
。
。
．
．
。
。
．
て
い

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
さ
て
は
ほ
う
ほ
う
の
態
で
逃
げ
失
せ
た

の
で
あ
る
。
（
非
凡
閣
版
一
Ａ
一
二
八
～
二
九
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
点
線
部
分
に
注
目
し
つ
つ
、
国
民
全
書
版
と
見
較

べ
て
み
る
と
、

ｌ

か
ぐ
や
姫
は
、
さ
っ
き
の
お
願
い
に
き
た
細
工
人
た
ち
を
呼
びｌ

入
れ
て
、
有
難
い
人
た
ち
だ
と
ば
か
り
に
、
給
金
を
た
く
さ
ん

取
ら
せ
た
。
す
る
と
、
細
工
人
た
ち
は
非
常
に
よ
ろ
こ
ん
で
、

4５

「
神
に
」
（
点
線
）
と
い
う
一
百
葉
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
ひ
と
つ
、

非
凡
開
版
で
。
い
い
え
、
わ
た
く
し
は
た
と
へ
ど
の
や
う
な
こ
と

み
や
づ
か

が
ご
ざ
い
ま
せ
う
と
、
決
し
て
御
宮
仕
へ
は
い
た
し
ま
せ
ぬ
考
へ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
」
（
六
四
頁
）
が
、
国
民
全
書
版
で
は
「
「
い
い
え
、

わ
た
し
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
と
、
決
し
て
お
宮

仕
え
は
い
た
し
ま
せ
ぬ
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
（
一
八
頁
）
と
、

「
た
と
へ
」
（
点
線
）
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
除
去
も
、
国

民
全
書
版
以
後
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
を
除
去
す
る
例

は
、
い
ず
れ
も
微
調
整
レ
ベ
ル
の
も
の
だ
が
、
一
文
を
削
除
す
る
こ

と
も
あ
る
。
非
凡
閣
版
で
の
、
火
鼠
の
姿
の
く
だ
り
を
示
し
て
み
た

い
Ｏ

か
た

つ
い
て
は
、
代
金
が
少
し
不
足
だ
と
役
所
の
方
の
方
か
ら
私
の

わ
う
け
い

た

使
の
者
に
申
越
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
私
（
王
卿
）
か
ら
金
を
足

さ
ん
す

し
て
買
ひ
取
っ
て
お
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
金
子
を
五
十
雨
だ

け
、
早
速
お
送
り
願
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
船
が
蹄
り
ま

す
時
に
、
そ
れ
だ
け
の
お
金
を
ど
う
か
お
と
ど
け
願
ひ
た
う
存

…
…
…
…
…
…
…
，
．
も

じ
上
げ
ま
す
。
若
し
ま
た
、
そ
の
お
代
金
が
頂
け
ま
せ
ん
時
に

か
ば
ご
ろ
し

は
、
ど
う
か
こ
の
姿
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
お
返
却
願
ひ
た

う
存
じ
ま
す
る
。
」
（
非
凡
閣
版
｛
Ａ
一
三
三
頁
）

こ
こ
で
示
し
た
点
線
箇
所
は
、
次
に
示
す
国
民
全
書
版
で
は
除
去
さ

れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
代
金
が
少
し
不
足
だ
と
役
所
の
ほ
う
の
方
か
ら
私

の
使
い
の
者
に
申
し
越
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
私
（
王
卿
）
か
ら



し
た
本
文
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
い
わ
ゆ
る

武
藤
本
で
あ
る
。
武
藤
本
以
外
の
ほ
か
の
本
文
の
異
同
を
確
認
し
て

み
て
も
、
ど
の
本
文
も
こ
の
箇
所
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
川
端
康
成
は
自
身
の
判
断
に
よ
っ

て
除
去
し
た
の
で
あ
っ
て
、
原
文
を
根
拠
と
し
て
除
去
し
た
の
で
は

な
い
。
非
凡
閣
版
の
『
竹
取
物
語
』
は
、
割
と
原
文
に
忠
実
な
現
代

語
訳
で
あ
っ
た
が
、
国
民
全
書
版
に
な
る
と
、
川
端
康
成
は
自
身
の

判
断
に
よ
っ
て
『
竹
取
物
語
」
を
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
民
全
集
版
で
修
正
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
一
九

六
○
年
に
河
出
書
房
新
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
日
本
文
学
全
集
版
｛
Ｃ
一

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
国
民
全
集
版
〔
Ｂ
－
と
日
本

文
学
全
集
版
一
Ｃ
－
の
本
文
を
比
較
し
て
い
く
と
、
ほ
ぼ
同
じ
も
の

と
考
え
て
良
い
。
た
だ
し
、
語
句
の
修
正
な
ど
ご
く
ご
く
微
細
な
異

同
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
。
国
民
全
集
版

「
一
旦
は
そ
う
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
も
の
の
」
（
六
頁
）
が
、
日
本
文

学
全
集
版
で
は
「
い
っ
た
ん
そ
う
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
も
の
の
」

（
七
頁
）
と
、
日
本
文
学
全
集
版
で
「
は
」
が
除
去
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
助
詞
の
削
除
は
ほ
か
に
も
確
認
で
き
る
。
国
民
全
集
版

「
御
自
宅
の
ほ
う
へ
も
お
帰
り
に
も
な
り
ま
せ
ず
」
（
七
頁
）
が
、
日

本
文
学
全
集
版
で
は
「
御
自
宅
の
ほ
う
へ
も
お
帰
り
に
な
り
ま
せ
ず
」

（
一
○
頁
）
に
。
国
民
全
集
版
「
こ
の
ま
ま
帰
る
と
い
う
わ
け
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
す
が
」
二
八
頁
）
が
、
日
本
文
学
全
集
版
で

は
「
こ
の
ま
ま
帰
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
で
す
が
」

4６

「
あ
あ
思
っ
た
通
り
に
い
た
だ
け
た
。
」
と
、
喜
々
と
し
て
帰
り

か
か
っ
た
が
、
そ
の
途
中
で
、
車
持
皇
子
の
た
め
に
彼
ら
は
血

が
出
る
ほ
ど
に
も
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
た
。
せ
っ
か
く
貰
っ
た
お
給

で
い

金
も
甲
斐
も
な
く
、
さ
て
は
、
ほ
う
ほ
う
の
態
で
逃
げ
失
せ
た

の
で
あ
る
。
（
国
民
全
集
版
一
Ｂ
一
一
○
頁
）

と
、
非
凡
閣
版
の
「
皆
捨
て
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
」
が
、
国
民

全
書
版
で
は
除
去
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
少
し
手
を
加
え
た
よ

う
で
、
非
凡
閣
版
で
は
「
懇
願
し
た
」
（
点
線
部
）
か
「
お
願
い
に

き
た
」
（
二
重
傍
線
部
）
に
、
「
う
ん
と
」
（
点
線
部
）
が
「
た
く
さ

ん
」
（
二
重
傍
線
部
）
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
微
調

整
の
な
か
で
、
川
端
康
成
は
「
皆
捨
て
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
」

を
削
除
し
た
こ
と
に
な
る
。

は
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
除
去
は
、
『
竹
取
物
語
」
の
原
文
と
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、
正
し
い
こ
と
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
火
鼠
の
姿

の
く
だ
り
「
こ
の
船
が
錦
り
ま
す
時
に
、
そ
れ
だ
け
の
お
金
を
ど
う

か
お
と
ど
け
願
ひ
た
う
存
じ
上
げ
ま
す
」
や
蓬
莱
の
珠
の
枝
で
の

「
皆
捨
て
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
竹
取
物
語
」

の
原
文
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
竹
取
物

語
」
の
本
文
を
「
竹
取
物
語
全
評
釈
」
（
本
文
評
釈
篇
）
で
確
認
す

る
と
、
前
者
の
火
鼠
の
姿
の
箇
所
は
「
舟
の
か
へ
ら
む
に
つ
け
て
た

ひ
お
く
れ
」
（
二
六
一
頁
）
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
の
蓬
莱
の
珠
の

枝
の
箇
所
は
「
み
な
と
り
す
て
さ
せ
給
て
け
れ
は
、
に
け
う
せ
に
け

り
」
（
二
三
九
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
「
竹
取
物
語
全
評
釈
」
が
依
拠



（
二
七
頁
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
も
」
や
「
の
」
と
い
う
助
詞
を
除
去

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
一
言
葉
を
置
き
換
え
る
例
も
確
認
で
き

ｌ
：

る
。
国
民
全
集
版
に
「
「
皇
子
さ
ま
に
は
、
わ
れ
ら
賎
し
い
細
工
人

と
と
も
に
」
（
九
頁
）
と
二
亜
傍
線
部
が
、
日
本
文
学
全
集
版
で
は

「
「
皇
子
さ
ま
に
は
、
わ
れ
わ
れ
卑
し
い
細
工
人
と
と
も
に
」
（
一
三

頁
）
と
点
線
部
の
よ
う
に
「
わ
れ
ら
」
が
「
わ
れ
わ
れ
」
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
。
微
細
な
が
ら
も
、
細
か
に
手
を
加
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
国
民
全
集
版
は
一
九
五
六
年
に
、
日
本
文
学
全
集
版
は
一
九

六
○
年
に
発
刊
さ
れ
た
。
四
年
し
か
附
き
が
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う

な
細
や
か
な
修
正
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ん
そ
う
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
も
の
の
」
（
七
頁
）
を
は
じ
め
と
し
た
、

助
詞
を
除
去
し
た
例
や
国
民
全
集
版
「
わ
れ
ら
」
が
日
本
文
学
全
集

版
で
「
わ
れ
わ
れ
」
に
修
正
さ
れ
た
例
は
、
日
本
の
古
典
版
で
は
国

６

民
全
集
版
に
戻
っ
て
い
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
川
端
康
成
は
日
本

の
古
典
版
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
日
本
文
学
全
集
版
で
は
な
く
、
そ

れ
よ
り
以
前
の
国
民
全
集
版
を
主
と
し
て
依
拠
し
つ
つ
、
修
正
作
業

を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
の
古
典
版

は
日
本
文
学
全
集
版
か
ら
ま
っ
た
く
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
文
字
過
い
が
一
致
し
て
い

る
か
ら
だ
。
火
鼠
の
姿
の
く
だ
り
、
阿
倍
御
主
人
の
「
か
ぎ
り
な
き

お
も
ひ
に
焼
け
ぬ
姿
…
」
の
和
歌
の
解
釈
で
、
日
本
の
古
典
版
で
は

「
今
日
は
楽
し
い
気
も
ち
で
あ
な
た
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
三
○
頁
）
と
傍
線
部
「
お
会
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
文
学
全

集
版
で
も
「
お
会
い
」
（
一
六
頁
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
国
民
全
集

あ

あ

版
で
は
「
お
購
い
」
（
一
一
頁
）
で
あ
る
。
非
凡
閣
版
も
「
お
購
い
」

（
三
五
頁
）
で
あ
り
、
国
民
全
集
版
は
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
文
学
全
集
版
で
「
お
会
い
」
と
さ
れ
て

か
ら
、
日
本
の
古
典
版
も
そ
れ
に
倣
っ
て
お
り
、
日
本
の
古
典
版
は

日
本
文
学
全
集
版
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
「
購
い
」
と
「
会
い
」
の
差
異
は
、
例
え
ば
旧
字
体
と
新
字
体

と
い
っ
た
よ
う
な
文
字
遣
い
の
レ
ベ
ル
の
異
同
で
は
な
く
、
深
い
意

味
の
あ
る
も
の
だ
。
「
州
う
」
は
男
女
の
交
合
を
に
お
わ
せ
る
言
葉

７

で
あ
り
、
結
幡
を
も
含
意
す
る
言
葉
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
会
い
」

4７

三
、
日
本
の
古
典
版
の
独
自
性

川
端
康
成
は
自
身
の
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
が
出
版
さ
れ
る
に

さ
い
し
て
は
、
微
妙
な
修
正
を
続
け
て
い
た
。
国
民
全
集
版
｛
Ｂ
】

か
ら
日
本
文
学
全
集
版
一
Ｃ
｝
へ
と
移
行
す
る
さ
い
に
も
、
微
妙
に

修
正
を
続
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
一
九
七
一
年
に
出
版
さ

れ
た
日
本
の
古
典
版
一
Ｄ
｝
で
は
そ
れ
ら
の
修
正
を
ど
の
よ
う
に
受

け
継
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
は
、
先
に
指
摘
し
た
国
民
全
集
版
か
ら
日
本
文
学
全

集
版
へ
の
移
行
に
さ
い
し
て
の
助
詞
の
修
正
は
、
そ
れ
以
後
に
一
九

七
一
年
出
版
さ
れ
た
日
本
の
古
典
版
一
Ｄ
｝
に
は
受
け
継
が
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
先
に
検
討
し
た
日
本
文
学
全
集
版
で
の
「
い
っ
た



こ
と
こ
と

の
で
あ
る
。
原
文
の
「
事
」
の
「
事
」
を
、
「
一
一
一
口
葉
」
の
「
こ
と
」

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
原
文
の
字
面
通
り
の
訳
出
で
は
な
く
し
て
、

そ
の
内
実
を
具
象
化
し
た
解
釈
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
非
凡
閣
版
一
Ａ
一
か
ら
国
民
全
集
版
一
Ｂ
一
へ

と
繋
が
っ
て
い
た
も
の
が
、
日
本
文
学
全
集
版
｛
Ｃ
｝
で
改
変
さ
れ
、

日
本
の
古
典
版
－
，
－
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
現
象
は
、
い

く
つ
か
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
大
き
く
意
味
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も

の
は
、
先
に
示
し
た
二
例
の
ほ
か
は
、
多
く
は
微
細
な
も
の
で
、
編

集
上
の
レ
ベ
ル
の
問
題
と
言
え
る
。
具
体
的
に
い
く
つ
か
示
す
と
、

日
本
の
古
典
版
で
「
か
ぐ
や
姫
の
お
婿
さ
ん
に
な
っ
て
」
（
三
○
頁
）

と
あ
り
、
同
じ
く
日
本
文
学
全
集
版
で
も
「
お
婿
さ
ん
」
（
一
七
頁
）

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
国
民
全
集
版
で
は
「
お
饗
さ
ん
」
（
一
二
頁
）

で
、
非
凡
閣
版
も
「
お
鐸
さ
ん
」
（
三
八
頁
）
で
あ
る
。
ほ
か
に
も

国
民
全
集
版
「
わ
た
く
し
か
天
へ
昇
っ
て
ゆ
く
」
（
二
四
頁
）
が
日

本
文
学
全
集
版
や
日
本
の
古
典
版
で
「
上
っ
て
ゆ
く
」
（
日
本
文
学

全
集
版
三
七
頁
・
日
本
の
古
典
版
四
三
頁
）
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
や
、
「
分
れ
」
（
非
凡
閣
版
・
国
民
全
集
版
）
が
「
分
か
れ
」

（
日
本
文
学
全
集
版
・
日
本
の
古
典
版
）
な
ど
送
り
仮
名
の
差
異
な

ど
の
レ
ベ
ル
で
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
編
集
上
の
レ
ベ

ル
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
川
端
康
成
の
感
知
す
る
レ
ベ
ル
の
異
同
と

は
認
め
な
く
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
か
く
も
、
日
本
の
古
典
版
は
、
国
民
全
集
版
か
ら
直
接
影
響

を
受
け
た
部
分
と
、
日
本
文
学
全
集
版
か
ら
影
響
の
も
の
、
二
つ
の

4８

で
は
、
そ
う
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
薄
ま
っ
て
し
ま
う
。
英
訳
レ
ベ
ル

で
言
え
ば
「
ョ
⑦
⑦
こ
と
「
ョ
胃
ご
」
の
違
い
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
意
味
に
か
か
わ
る
異
同
は
も
う
ひ
と
つ
確
認
で
き
る
。

日
本
の
古
典
版
の
、
燕
の
子
安
貝
の
く
だ
り
の
末
尾
、
「
少
し
嬉
し

い
言
葉
は
、
甲
斐
が
あ
っ
た
」
（
三
六
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を

「
言
葉
」
と
す
る
の
は
、
日
本
の
古
典
版
以
外
で
は
日
本
文
学
全
集

版
（
二
六
頁
）
だ
け
に
確
認
で
き
る
。
非
凡
閣
版
や
国
民
全
集
版
で

８

は
ど
れ
も
「
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
｝
」
の
く
だ
り
は
、
燕
の
子
安
貝

を
か
ぐ
や
姫
か
ら
求
め
ら
れ
た
中
納
言
・
石
上
麻
呂
か
、
念
願
の
燕

の
子
安
貝
を
取
っ
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
燕
の
糞
で
あ
り
、

ま
さ
に
「
貝
（
甲
斐
）
」
な
く
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
嬉
し
い
こ
と
を
「
甲
斐
（
貝
）
が
あ
っ
た
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ

た
…
と
の
落
ち
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
川
端
康
成
は
、
日
本
文
学
全
集

版
と
日
本
の
古
典
版
で
は
「
少
し
嬉
し
い
言
葉
」
を
「
甲
斐
が
あ
っ

た
」
と
し
、
そ
れ
以
前
に
出
版
さ
れ
た
非
凡
閣
版
や
国
民
全
集
版
で

は
「
少
し
嬉
し
い
こ
と
」
を
「
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
訳
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
『
竹
取
物
語
」
の
原
文
で
は
、
「
す
こ
し
う
れ
し
き
事
を

は
、
か
ひ
あ
り
と
は
い
ひ
け
る
」
（
三
九
三
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

非
凡
閣
版
や
国
民
全
集
版
で
は
、
「
少
し
嬉
し
い
こ
と
」
と
、
あ
く

ま
で
「
事
柄
」
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
原
文
に
近
い
と
言
え
る
。

一
方
で
、
日
本
文
学
全
集
版
や
日
本
の
古
典
版
は
「
少
し
婚
し
い
言

葉
」
と
し
、
「
こ
と
」
を
「
事
柄
」
と
し
て
漠
然
と
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
「
言
葉
」
と
一
歩
踏
み
込
ん
で
具
体
的
に
訳
出
し
て
い
る



日
本
文
学
全
集
版
も
同
文
（
国
民
全
集
版
一
七
～
一
八
頁
・
日
本

文
学
全
集
版
二
六
頁
）
。
一
方
、
日
本
の
古
典
版
で
は
「
「
い
い
え
、

わ
た
し
は
そ
ん
な
に
顔
の
美
し
い
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

’

う
な
お
言
葉
で
は
、
わ
た
し
は
は
ず
か
し
く
、
ど
う
し
て
お
会
い
い

た
す
こ
と
か
で
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
い
う
こ
と
を
き
か
な
い

の
で
あ
る
。
」
（
一
七
～
一
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
非
凡
開
版
に
あ

る
「
ど
う
し
て
」
「
ど
う
し
て
も
」
（
点
線
部
）
を
除
去
し
、
か
わ
り

Ｉ
に
「
ど
う
し
て
お
会
い
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
」
と
一
つ
に

ま
と
め
た
形
で
あ
る
。
「
ど
う
し
て
」
「
ど
う
し
て
も
」
と
二
つ
続
く

と
く
ど
い
印
象
を
与
え
る
た
め
、
一
つ
に
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
か
ぐ
や
姫
が
天
へ
昇
っ
た
後
で
の
註
然
と
す
る
竹
取
翁
と
躯
を
、

お
き
な
お
う
な

非
凡
閣
版
は
「
あ
と
に
、
公
羽
と
躯
と
は
の
こ
っ
て
、
悲
し
み
嘆
き
血

の
涙
を
流
し
て
惑
ふ
た
け
れ
ど
も
、
は
や
と
う
し
よ
う
も
な
か
つ
た
」Ｉ

（
八
八
頁
）
と
あ
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
古
典
版
は
「
あ
と
に
、
の
こ
つ

～

…

た
翁
と
堰
の
悲
し
み
嘆
き
は
血
の
涙
を
流
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、

Ｉ
も
は
や
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
」
（
四
四
頁
）
と
文
章
が
変
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
更
は
全
編
に
お
い
て
細
か
く
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
非
凡
閣
版
か
ら
国
民
全
集
版
、
日
本
文
学
全
集
版
と
な
る

さ
い
に
除
去
さ
れ
た
箇
所
も
、
日
本
の
古
典
版
で
は
見
直
さ
れ
て
い

る
。
先
に
指
摘
し
た
箇
所
と
重
複
す
る
が
、
具
体
例
を
示
す
。
蓬
莱

の
珠
の
枝
の
く
だ
り
で
、
非
凡
閣
版
の
「
折
角
貰
っ
た
お
給
金
も
甲

斐
も
な
く
、
皆
捨
て
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
き
て
は
ほ
う
ほ
う
の
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系
統
の
影
響
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
で
は
、
こ
の

日
本
の
古
典
版
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
結
論

か
ら
言
え
ば
、
こ
の
日
本
の
古
典
版
は
さ
ら
な
る
修
正
が
多
く
含
ま

れ
た
、
か
な
り
独
自
性
の
強
い
位
笹
に
あ
る
。
国
民
全
集
版
や
日
本

文
学
全
集
版
に
い
く
つ
か
の
加
除
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、

さ
ら
に
そ
う
し
た
加
除
修
正
を
積
み
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
み
て
い
き
た
い
。

竹
取
翁
が
か
ぐ
や
姫
に
五
人
の
賀
公
子
の
誰
か
一
人
と
の
結
蛸
を

提
案
す
る
と
こ
ろ
、
非
凡
閣
版
は
「
あ
な
た
を
思
ふ
お
志
も
深
く
、

そ
の
上
に
、
あ
の
や
う
に
仰
有
る
も
の
を
あ
な
た
も
早
く
お
心
を
お

き

ち
葱

決
め
に
な
っ
て
、
あ
の
う
ち
の
ど
な
た
か
お
一
人
に
お
契
り
に
な
つ

い
か
が

て
は
如
何
で
す
か
」
（
九
頁
）
で
あ
る
。
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
た

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
国
民
全
集
版
や
日
本
文
学
全
集
版
も
非
凡
閣

版
と
同
文
で
あ
る
（
国
民
全
集
版
四
～
五
頁
・
日
本
文
学
全
集
版

六
頁
）
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
古
典
版
で
は
「
あ
な
た
を
思
う
お
志Ｉ

も
深
く
、
そ
の
う
え
に
、
あ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
の

～
ノ
ー
～
ｌ
～
く
Ｉ
～

を
、
あ
な
た
も
よ
く
考
え
て
み
て
、
あ
の
う
ち
の
ど
な
た
か
お
一
人

Ｉ

に
お
契
り
に
な
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
（
一
一
一
一
一
頁
）
と
な
っ
て

い
る
。
帝
か
ら
の
使
者
に
会
う
こ
と
を
拒
む
場
面
、
非
凡
閣
版
で
は

「
「
い
い
え
、
わ
た
し
は
そ
ん
な
に
顔
の
美
し
い
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
そ
の
や
う
な
お
言
葉
で
は
、
ど
う
し
て
わ
た
く
し
は
恥
し
く
お

曾
ひ
致
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
。
」
と
云
っ
て
、
ど
う
し
て
も
云
ふ

こ
と
を
き
か
な
い
の
で
あ
る
」
（
六
○
頁
）
で
あ
り
、
国
民
全
集
版
、
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瀞
で
逃
げ
失
せ
た
の
で
あ
る
」
（
一
一
九
頁
）
の
点
線
部
分
は
、
国
民

全
集
版
や
日
本
文
学
全
集
版
で
は
除
去
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、Ｉ

日
本
の
古
典
版
で
は
「
せ
っ
か
く
も
ら
っ
た
お
給
金
も
皇
子
が
取
り

詞
口
が
哩
識
減
祁
趣
域
科
、
ほ
う
ほ
う
の
て
い
で
逃
げ
う
せ
た
。
」

（
二
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
火
鼠
の
菱
の
く
だ
り
で
は
、
非
凡
閣

版
で
「
早
速
お
送
り
願
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
船
か
蹄
り
ま
す

時
に
、
そ
れ
だ
け
の
お
金
を
ど
う
か
お
と
ど
け
願
ひ
た
う
存
じ
上
げ

，
…
…
‐
，
も

ま
す
。
若
し
ま
た
、
」
（
一
一
一
一
一
一
頁
）
の
点
線
部
分
は
、
国
民
全
集
版
、

日
本
文
学
全
集
版
で
は
除
去
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
の
古
典
版
で
は
Ｊ

「
さ
っ
そ
く
お
送
り
願
い
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
せ
め
て
船
が
中
国
へ

は
い
っ
て
、
玉
の
枝
を
お
作
り
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
姫
が
注

文
し
た
の
と
寸
分
た
が
わ
い
も
の
に
で
き
た
。

（
日
本
の
古
典
版
一
，
一
二
五
頁
）

で
あ
る
。
該
当
場
面
の
、
非
凡
閣
版
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
な
か
な
か
容
易
な
こ
と
で
は
人
人
の
近
寄
れ
さ
う
も
な
い
家
を

…
…
。
．
．
…
．
。
，
，
‐
か
や
時
い
‐
‐
…
‐
‐
…
‐
‐
‐
‐
・
‐
‐
‐
…
‐
‐
‐
‐
‐

お
作
り
に
な
り
、
そ
の
家
の
園
を
厳
重
に
し
て
、
中
に
そ
の
六

人
の
工
匠
達
を
お
入
れ
に
な
っ
た
。
御
自
身
も
亦
、
そ
の
中
に

入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
そ
の
上
に
ま
だ
御
自
身
か
御

も
ざ
や
、
外
‐

知
行
に
な
っ
て
ゐ
る
土
地
、
十
六
ケ
所
の
荘
園
を
神
に
御
寄
進

な
さ
れ
、
そ
の
神
の
援
助
に
よ
っ
て
玉
の
杖
を
作
り
始
め
ら
れ

た
が

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
姫
が
註
文
し
た
の
と
、
寸
分
違
は
い
も

の
に
出
来
た
。
（
非
凡
閣
版
一
Ａ
一
一
八
頁
）

な
お
、
先
に
触
れ
た
が
、
非
凡
閣
版
に
は
「
そ
の
神
の
援
助
に
よ
つ

、

て
玉
の
杖
を
作
り
始
め
ら
れ
た
」
と
誤
植
が
あ
り
、
国
民
全
集
版
、

日
本
文
学
全
集
版
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
仮
名
遣
い
や
ル
ビ

の
細
か
な
異
同
は
あ
る
が
、
国
民
全
集
版
、
日
本
文
学
全
集
版
は
、

非
凡
閣
版
と
ほ
ぼ
同
文
（
国
民
全
集
版
七
頁
・
日
本
文
学
全
集
版

九
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
日
本
の
古
典
版
と
な
る
に
さ
い

か
こ
み

し
て
、
大
き
く
手
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。
「
そ
の
家
の
園
を
厳
重
に

な
か
な
か
容
易
な
こ
と
で
は
人
々
の
近
よ
れ
そ
う
も
な
い
家
を

～
ｌ
～
…
～
２
～
２
～
ｉ

お
造
り
に
な
り
、
四
方
八
方
を
ふ
さ
い
で
、
中
に
そ
の
六
人
の

工
匠
た
ち
を
お
入
れ
に
な
っ
た
。
御
自
身
も
ま
た
、
そ
の
中
に

帰
り
ま
す
ま
で
に
お
と
ど
け
く
だ
さ
い
。
も
し
ま
た
、
」
（
二
九
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
国
民
全
集
版
や
日
本
文
学
全
集
版
で
除
去
さ
れ
て

い
た
箇
所
が
、
ふ
た
た
び
訳
出
さ
れ
な
お
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
箇

所
は
、
共
に
原
文
に
該
当
す
る
本
文
か
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
凡
閣
版

や
日
本
の
古
典
版
の
方
が
、
原
文
に
即
し
た
訳
出
で
あ
る
と
い
え
る
。

川
端
康
成
は
、
非
凡
閣
版
で
は
ス
ト
イ
ッ
ク
に
原
文
に
即
し
て
訳
出

し
て
い
た
が
、
国
民
全
集
版
、
日
本
文
学
全
集
版
で
は
、
自
身
の
判

断
で
訳
文
を
除
去
し
、
原
文
か
ら
離
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
日
本
の
古
典
版
で
は
ふ
た
た
び
原
文
通
り
に
訳
出
し
て
い
る
。

い
わ
ば
原
文
回
帰
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
変
更
の
ほ
か
に
、
日
本
の
古
典
版
特
有
の
大
幅
な
変
更

が
二
箇
所
確
認
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
車
持
皇
子
が
蓬
莱
の
珠
の
枝

を
偽
造
す
る
場
面
、



通
り
必
ず
取
っ
て
参
る
。
恰
度
そ
れ
と
同
じ
や
う
に
、
や
は
り
向
分
は
今
あ
な

た
を
貰
は
ね
ば
、
な
ん
と
云
っ
て
も
踊
ら
な
い
。
）

玉
の
枝
も
玉
の
枝
だ
が
、
こ
の
歌
も
亦
こ
の
歌
で
な
か
な
か

気
持
が
し
っ
く
り
し
て
ゐ
る
と
、
姫
は
ぼ
ん
や
り
と
物
思
ひ
に

鮎
息
な

耽
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
、
竹
取
の
翁
は
入
っ
て
き
て
云
ふ
の
に
、

（
非
凡
閣
版
一
Ａ
一
一
九
～
二
○
頁
）

で
あ
る
。
か
ぐ
や
姫
に
献
上
し
た
蓬
莱
の
珠
の
枝
に
歌
が
つ
け
ら
れ
、

そ
れ
を
受
け
取
る
か
ぐ
や
姫
の
様
子
が
、
非
凡
閣
版
で
は
「
玉
の
枝

も
玉
の
枝
だ
が
、
こ
の
歌
も
亦
こ
の
歌
で
な
か
な
か
気
持
が
し
っ
く

り
し
て
ゐ
る
と
、
姫
は
ぼ
ん
や
り
と
物
思
ひ
に
耽
っ
て
ゐ
る
」
と
表

現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
、
日
本
の
古
典
版
で
は
「
姫
は
歌
な
ど
心
一

に
も
入
ら
ず
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
非
副

凡
閣
版
で
は
車
持
皇
子
か
ら
の
和
歌
を
「
な
か
な
か
気
持
が
し
つ
く
一

り
し
て
ゐ
る
」
と
批
評
し
な
が
ら
も
、
考
え
込
む
か
ぐ
や
姫
の
姿
で

あ
っ
た
が
、
日
本
の
古
典
版
で
は
、
そ
も
そ
も
車
持
皇
子
か
ら
の
和

歌
を
も
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
荘
然
と
す
る
か
ぐ
や
姫
の
姿

に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
非
凡
閣
版
で
は
か
ぐ
や
姫
は
和
歌
を
受
け
入

れ
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
の
古
典
版
で
は
和
歌
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
。
意
味
が
正
反
対
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
更
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
、
川
端
厳
成
が
「
竹
取
物
語
」
の
原
文
と
向
き
合
い
、
研
究
を

重
ね
た
成
果
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
一
つ
目
の
車
持
皇
子
が
蓬
莱

の
珠
の
枝
を
偽
造
す
る
く
だ
り
の
「
竹
取
物
語
」
の
解
釈
は
、
本
文

し
て
」
（
点
線
部
）
が
「
四
方
八
方
を
ふ
さ
い
で
」
（
波
線
部
）
。
さ

ら
に
「
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
か
ら
「
作
り
始
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
」
（
点
線
部
）
ま
で
が
大
き
く
削
ら
れ
、
「
は
い
っ
て
、
玉
の
枝
を

お
作
り
に
な
っ
た
」
と
の
シ
ン
プ
ル
な
文
章
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
の
改
変
箇
所
。
巾
持
皇
子
が
蓬
莱
の
珠
の
枝
を
か
ぐ
や
姫

に
呈
す
る
場
面
で
あ
る
。

見
る
と
、
こ
の
玉
の
枝
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
つ
い
て
い
る
。

い
た
づ
ら
に
身
は
な
し
つ
と
も
玉
の
枝
を

た
を
手
折
ら
で
さ
ら
に
帰
ら
ざ
ら
ま
し

（
た
と
い
自
分
は
、
ど
の
よ
う
な
苦
労
を
し
て
身
を
投
げ
出

そ
う
と
も
、
ど
う
し
て
あ
の
御
注
文
の
玉
の
枝
を
取
ら
ず
に

は
帰
っ
て
こ
よ
う
か
。
こ
れ
、
こ
の
と
お
り
か
な
ら
ず
取
っ

て
ま
い
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
自
分

は
今
あ
な
た
を
も
ら
わ
ね
ば
、
な
ん
と
言
っ
て
も
帰
ら
な
い
）

Ｉ
叩

姫
は
歌
な
ど
心
に
も
入
ら
ず
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、

竹
取
の
翁
が
は
い
っ
て
き
て
言
う
の
に
、

（
日
本
の
古
典
版
一
，
一
二
六
頁
）

こ
れ
に
該
当
す
る
非
凡
閣
版
は
、

見
る
と
、
こ
の
玉
の
枝
に
は
次
の
や
う
な
歌
が
つ
い
て
ゐ
る
。

え
た
ぞ

い
た
づ
ら
に
、
身
は
な
し
つ
と
も
、
玉
の
枝
を
、
手
折

ら
で
ざ
ら
に
、
師
ら
ざ
ら
ま
し
。

（
自
分
は
た
と
へ
、
ど
の
や
う
な
苦
勢
を
し
て
身
を
投
げ
出
さ
う
と
も
、
ど
う

し
て
あ
の
御
註
文
の
玉
の
枝
を
取
ら
ず
に
は
蹄
っ
て
こ
よ
う
か
。
こ
れ
、
こ
の



と
物
思
ひ
に
耽
っ
て
ゐ
る
）
と
す
る
。
車
持
皇
子
の
和
歌
を
「
あ
は

れ
」
と
感
得
す
る
か
ぐ
や
姫
と
の
解
釈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う

し
た
解
釈
と
は
ま
っ
た
く
反
対
に
解
釈
す
る
も
の
が
日
本
の
古
典
版

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
文
の
「
こ
れ
を
あ
は
れ
と
も
み
て
を
る
に
」

の
「
み
て
を
る
」
の
「
て
」
を
「
で
」
（
打
消
の
接
続
助
詞
）
に
解

釈
す
る
こ
と
に
立
脚
し
た
訳
な
の
で
あ
る
。
非
凡
閣
版
は
「
あ
は
れ

み
を

と
も
見
て
居
る
」
（
な
か
な
か
気
持
が
し
っ
く
り
し
て
ゐ
る
と
、
姫

は
ぼ
ん
や
り
と
物
思
ひ
に
耽
っ
て
ゐ
る
）
と
い
う
解
釈
だ
が
、
日
本

み
、
を

の
古
典
版
は
「
あ
は
れ
と
も
見
で
居
る
」
（
歌
な
ど
、
心
に
も
入
ら
ず

ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
）
と
い
う
正
反
対
の
解
釈
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

、
を

日
本
の
古
典
版
の
採
用
し
た
「
見
で
居
る
」
説
は
、
一
九
五
七
年
に

岩
波
書
店
よ
り
出
版
さ
れ
だ
阪
倉
篤
義
校
注
の
「
竹
取
物
語
』
（
日

本
古
典
文
学
大
系
）
や
、
一
九
六
○
年
、
朝
日
新
聞
社
か
ら
出
版
さ

れ
た
南
波
浩
校
注
の
「
竹
取
物
語
」
（
日
本
古
典
全
書
）
な
ど
に
採

０

用
さ
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
川
端
康
成
が
非
凡
閣
版
に
手
を
加
え
た

国
民
全
集
版
や
日
本
文
学
全
集
版
を
出
版
し
て
い
た
時
期
に
重
な
る
。

、
を

こ
れ
ら
注
釈
書
の
「
見
で
居
る
」
説
を
反
映
さ
せ
て
、
日
本
の
古
典

版
で
の
訳
出
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
古
典
版

を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
川
端
康
成
は
、
新
し
い
説
を
採
り
入
れ
た

訳
出
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

－５２－

の
異
同
も
ふ
く
め
、
難
解
と
さ
れ
、
古
来
か
ら
説
が
わ
か
れ
て
い
る
。

非
凡
閣
版
で
の
訳
は
、
川
端
康
成
が
非
凡
閣
版
の
現
代
語
訳
を
出
版

し
た
時
期
（
一
九
三
七
年
）
で
は
最
新
の
注
釈
書
で
あ
る
商
崎
正
秀

『
竹
取
物
語
新
釈
」
（
一
九
三
一
年
発
行
）
の
「
御
知
行
な
さ
っ
て
ゐ

る
だ
け
全
部
、
十
六
ケ
所
の
荘
園
を
神
様
へ
御
寄
進
な
さ
れ
て
、
神

９

の
冥
助
に
よ
っ
て
、
玉
の
枝
を
作
り
な
さ
っ
た
」
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
解
釈
に
拠
っ
た
も
の
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
別

の
解
釈
の
可
能
性
を
知
り
、
日
本
の
古
典
版
の
よ
う
な
訳
出
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ば
川
端
康
成
は
非
凡
閣
版
の
後
も
、
『
竹

取
物
語
」
の
研
究
を
自
分
な
り
に
続
け
て
い
た
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
二
つ
目
の
車
持
皇
子
が
蓬
莱
の
珠
の
枝
に
和
歌
を

付
し
て
進
呈
し
、
そ
の
和
歌
へ
の
か
ぐ
や
姫
の
対
応
の
訳
出
に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
か
ぐ
や
姫
の
対
応
も
、
「
竹
取
物
語
』
の
解

釈
で
は
古
来
か
ら
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

「
竹
取
物
語
」
の
原
文
で
は
、
「
こ
れ
を
あ
は
れ
と
も
み
て
を
る
に
、

竹
と
り
の
お
き
な
は
し
り
て
い
は
く
」
（
一
九
一
頁
）
で
あ
る
。
非

凡
閣
版
は
「
玉
の
枝
も
玉
の
枝
だ
が
、
こ
の
歌
も
亦
こ
の
歌
で
な
か

な
か
気
持
が
し
っ
く
り
し
て
ゐ
る
と
、
姫
は
ぼ
ん
や
り
と
物
思
ひ
に

耽
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
…
」
と
訳
出
し
、
日
本
の
古
典
版
は
「
姫
は

敬
な
ど
心
に
も
入
ら
ず
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
」
と
し
て
い

る
。
非
凡
閣
版
で
は
、
原
文
の
「
こ
れ
を
あ
は
れ
と
も
み
て
を
る
に
」

の
「
こ
れ
」
を
和
歌
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
「
あ
は
れ
」
（
な
か

み
を

な
か
気
持
が
し
っ
く
り
し
て
ゐ
る
）
と
「
見
て
居
る
」
（
ぼ
ん
や
り



お
わ
り
に

川
端
康
成
の
死
後
に
も
続
い
て
い
く
。
本
稿
で
は
川
端
康
成
の
生
前

の
も
の
に
限
定
し
て
考
察
し
た
が
、
死
後
に
発
刊
さ
れ
た
川
端
康
成

の
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
、
特
に
川
端
康
成
全
集
版
の
本
文
が
、

生
前
に
出
版
さ
れ
た
四
種
類
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
別

稿
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。

へ
圧

１
「
川
溺
康
成
に
お
け
る
「
竹
取
物
語
」
受
容
」
（
「
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
紀
要
」

第
一
七
号
一
九
八
四
年
三
月
）
。

＄
、

２
「
力
を
髄
し
ま
し
た
る
と
こ
些
少
に
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」
（
一
一
六
頁
）
は
「
こ

、

と
」
、
「
そ
れ
で
こ
れ
を
技
り
取
っ
て
き
た
の
で
す
」
（
三
四
頁
）
は
「
折
」
、

、

「
も
う
一
一
度
と
こ
こ
へ
跨
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
ど
と
仰
有
っ
た
の
で
」
（
四

、

、
、

一
頁
）
は
「
ぞ
」
、
「
お
気
付
に
ま
る
と
」
（
五
七
頁
）
は
「
な
」
、
「
わ
た
し
く

は
帝
の
御
役
に
も
立
ち
ま
せ
う
」
（
六
六
頁
）
は
「
く
し
」
、
「
そ
に
は
ど
う
し

て
も
ゆ
か
ぬ
と
い
ふ
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
の
で
」
（
七
三
頁
）
は
「
そ
こ
に
」
、

９
９

「
》
」
の
わ
し
と
並
ん
で
も
勝
り
劣
り
が
な
い
位
」
（
七
四
頁
）
は
ル
ビ
の
ず
れ

（
本
来
な
ら
ば
「
勝
」
に
「
ま
さ
」
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
、
、
、

「
大
要
で
位
き
わ
め
く
の
で
あ
っ
た
」
（
七
四
頁
）
は
「
泣
」
、
「
考
へ
て
み
ま

と
」
（
八
○
頁
）
は
「
み
ま
す
と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

誤
植
は
、
後
の
国
民
全
集
版
や
日
本
文
学
全
集
版
、
日
本
の
古
典
版
で
す
ぺ

て
前
正
さ
れ
て
い
る
。

３
釈
逼
空
（
折
口
傭
夫
）
の
短
歌
の
特
徴
は
、
句
読
点
が
う
た
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
あ
る
（
岡
野
弘
彦
「
句
読
点
ｌ
釈
逼
空
」
「
短
歌
研
究
」
第
三
六
巻
第
八

号
（
通
巻
第
四
八
巻
第
八
号
）
一
九
七
九
年
八
月
）
。
山
田
吉
郎
の
一
連
の

研
究
に
よ
り
、
川
端
康
成
は
少
年
期
に
短
歌
を
熱
心
に
創
作
し
て
い
た
こ
と

－５３－

、

川
端
康
成
の
生
前
に
発
刊
さ
れ
た
「
竹
取
物
語
」
現
代
語
訳
は
、

一
九
三
七
年
の
非
凡
閣
版
、
一
九
五
六
年
の
国
民
全
集
版
、
一
九
六

○
年
の
日
本
文
学
全
集
版
、
一
九
七
一
年
の
日
本
の
古
典
版
、
こ
の

四
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
し
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
版

さ
れ
る
に
さ
い
し
、
川
端
康
成
は
細
や
か
に
手
を
加
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
非
凡
閣
版
の
特
徴
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
り
、
和

歌
に
句
読
点
が
う
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
後
に
発
刊
さ

れ
た
も
の
は
す
べ
て
現
代
仮
名
過
い
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

非
凡
閣
版
は
『
竹
取
物
語
』
の
原
文
に
比
較
的
忠
実
で
は
あ
る
が
、

国
民
全
集
版
か
ら
日
本
文
学
全
集
版
に
か
け
て
、
川
端
康
成
は
非
凡

閣
版
に
書
か
れ
て
い
た
記
述
を
削
除
し
、
原
文
か
ら
離
れ
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
古
典
版
で
は
、
削
除

し
て
い
た
肥
述
を
訳
し
直
し
、
さ
ら
に
そ
の
当
時
の
雌
新
の
注
釈
書

の
解
釈
を
反
映
さ
せ
た
訳
に
も
改
め
て
い
る
。
日
本
の
古
典
版
は
、

非
凡
閣
版
や
国
民
全
集
版
、
日
本
文
学
全
集
版
と
は
違
い
、
か
な
り

特
異
な
位
置
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、
川
端
康
成
は
「
竹
取
物
語
」
と
向
き
合
い
、
そ
の

現
代
語
訳
に
細
や
か
に
手
を
加
え
て
い
た
こ
と
は
川
述
い
が
な
い
。

川
端
康
成
に
と
っ
て
「
竹
取
物
語
」
の
現
代
語
訳
は
、
一
同
的
で
静

的
な
営
み
で
は
な
く
、
反
復
さ
れ
る
中
で
微
妙
に
変
化
し
て
い
く
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
微
細
な
流
動
は
、



『
竹
取
物
語
全
評
釈
」
本
文
評
釈
篇
右
文
書
院
一
九
九
九
年
に
よ
り
、
頁

数
を
付
す
。

５
な
お
、
『
竹
取
物
語
』
の
諸
本
の
比
職
は
、
「
竹
取
物
語
本
文
集
成
」
（
勉
誠
出

版
二
○
○
八
年
）
に
よ
っ
た
鹸
火
鼠
の
姿
の
簡
所
は
一
九
七
～
一
九
八
頁
、

遼
莱
の
珠
の
枝
の
箇
所
は
一
七
四
～
一
七
五
頁
。

６
国
民
全
集
版
「
一
旦
は
そ
う
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
も
の
の
」
（
六
頁
）
が
、
日

本
文
学
全
集
版
で
は
「
い
っ
た
ん
そ
う
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
も
の
の
」
（
七
頁
）

と
、
日
本
文
学
全
集
版
で
「
は
」
が
除
去
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
助
詞

の
削
除
は
ほ
か
に
も
硫
魁
で
き
る
。
国
民
全
集
版
「
御
自
宅
の
ほ
う
へ
も
お

帰
り
に
も
な
り
ま
せ
ず
」
．
（
七
頁
）
が
、
日
本
文
学
全
集
版
で
は
「
御
自
宅
の

ほ
う
へ
も
お
帰
り
に
な
り
ま
せ
ず
」
（
一
○
頁
）
に
。
図
民
全
集
版
「
こ
の
ま

ま
帰
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
す
が
」
（
一
八
頁
）
が
、
日
本

文
学
全
集
版
で
は
「
こ
の
ま
ま
帰
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
で
す

が
」
（
二
七
頁
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
も
」
や
「
の
」
と
い
う
助
詞
を
除
去
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
言
葉
を
慣
き
換
え
る
例
も
確
認
で
き
る
。
同
民
全

ｌ
畷

集
版
に
「
「
皇
子
さ
ま
に
は
、
わ
れ
ら
賎
し
い
細
工
人
と
と
も
に
」
（
九
頁
）

と
二
重
傍
線
部
が
、
日
本
文
学
全
集
版
で
は
「
「
皇
子
さ
ま
に
は
、
わ
れ
わ
れ

卑
し
い
細
工
人
と
と
も
に
」
（
’
三
頁
）
と
、
「
わ
れ
ら
」
を
「
わ
れ
わ
れ
」

に
置
き
換
え
て
い
る
。

７
『
大
漢
和
辞
典
」
（
巻
三
大
修
館
書
店
一
九
八
六
年
修
訂
版
第
三
刷
七

四
四
～
七
四
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
職
」
に
は
、
「
か
さ
な
る
縁
ぐ
み
親
戚

同
士
の
結
婚
。
重
縁
。
重
嬬
。
血
族
結
鯖
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
熟
語
の

「
購
合
」
に
は
「
男
と
女
が
ま
じ
は
る
」
、
「
鮒
婚
」
に
は
「
婚
姻
す
る
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
。

８
非
凡
閣
版
の
該
当
箇
所
は
五
九
頁
、
国
民
全
集
版
は
一
七
頁
。

９
「
古
典
評
釈
」
高
崎
正
秀
著
作
集
第
八
巻
桜
楓
社
一
九
七
一
年
一
七
四

頁
。

5４

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
「
初
期
川
端
康
成
の
短
歌
活
動
ｌ
白
日
社
と
の
関

係
ｌ
」
（
「
前
田
夕
暮
の
世
界
」
第
三
染
一
九
八
五
年
一
二
月
）
、
「
川
端
康

成
少
年
期
の
短
歌
活
動
」
（
「
日
本
文
婆
論
集
」
（
山
梨
英
和
短
期
大
学
）
第
一

八
号
一
九
八
八
年
九
月
）
、
「
川
端
康
成
の
短
歌
創
作
ｌ
大
正
三
年
を
中
心

に
ｌ
」
（
「
鎚
見
大
学
紀
要
」
第
一
部
国
語
・
国
文
学
編
鋪
三
七
号
二
○

○
○
年
三
月
）
、
「
川
端
康
成
少
年
期
の
短
歌
創
作
ｌ
我
足
あ
ま
り
冷
た
か
り

せ
ぱ
ｌ
」
（
「
群
系
」
第
一
四
号
二
○
○
一
年
一
○
月
）
な
ど
）
が
、
作
歌

の
上
で
、
釈
逼
空
（
折
口
信
夫
）
の
影
聯
を
受
け
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
折
口
侭
夫
と
川
端
康
成
は
何
度
か
面
会
や
対
談

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
対
談
に
つ
い
て
は
、
谷
崎
澗
一
郎
と
川
端
康
成
、
折

口
信
夫
の
三
者
に
よ
る
も
の
が
、
一
九
四
九
年
、
「
「
細
雪
」
を
め
ぐ
っ
て
」

と
題
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
『
折
ロ
信
夫
対
話
二
ｌ
日
本
の
詩
歌
」
（
角

川
書
店
一
九
七
五
年
）
に
収
救
）
・
折
口
と
川
端
の
面
会
は
、
一
九
三
八
年

ご
ろ
（
加
藤
守
雄
「
異
郷
の
生
」
「
折
口
学
と
古
代
学
」
慶
晦
義
塾
大
学
国
文

学
研
究
会
銅
桜
楓
社
一
九
八
九
年
）
と
一
九
四
八
年
ご
ろ
（
臼
田
甚
五

郎
「
折
口
信
夫
に
つ
い
て
ｌ
信
夫
と
康
成
ｌ
」
「
国
文
学
」
第
三
○
巻
第
一
号

一
九
八
五
年
一
月
号
）
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
証
言
が
あ
る
画
ま
た
、
一
九
三
八

年
に
、
川
端
康
成
は
「
百
日
堂
先
生
」
と
い
う
折
口
信
夫
を
モ
デ
ル
に
し
た

小
説
を
発
表
し
て
お
り
、
川
端
康
成
は
折
口
信
夫
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
。
ま
た
折
口
信
夫
も
川
端
康
成
の
書
評
を
発
表
し
て
い
る

（
「
山
の
音
を
聴
き
な
が
ら
ｌ
川
端
康
成
氏
の
近
業
ｌ
」
『
折
口
信
夫
全
集
」
第

三
二
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
七
年
）
“
二
人
の
文
学
的
な
性
向
が
共
通
し

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
長
谷
川
泉
「
川
端
康
成
と
折
口
信
夫
」
（
「
川
端

康
成
燦
遺
映
」
至
文
堂
一
九
九
八
年
）
、
森
安
理
文
「
川
端
康
成
と
釈
逼
空

と
ｌ
晩
年
の
魔
界
に
つ
い
て
ｌ
」
（
「
折
口
学
と
近
代
」
第
一
○
号
一
九
八

四
年
八
月
）
）
。

４
な
お
、
『
竹
取
物
語
」
の
原
文
は
、
特
に
断
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
上
坂
信
男



が
よ
い
旨
を
論
じ
て
い
る
二
五
一
頁
）
。

み

岩
波
の
大
系
本
で
は
、
本
文
を
「
こ
れ
を
あ
は
れ
と
も
見
で
を
る
に
」
と
、
●
し
、

頭
注
で
は
「
感
心
も
し
な
い
で
い
る
と
」
（
三
六
頁
）
と
し
て
い
る
。
朝
日
の

全
番
本
で
は
、
本
文
を
「
こ
れ
を
も
、
あ
は
れ
と
も
見
で
を
る
に
」
で
、
頭

注
で
は
「
見
て
か
見
で
か
問
題
の
あ
る
鮎
で
あ
る
が
、
鳥
原
本
に
見
ず
と
あ

る
所
か
ら
判
断
す
る
と
で
が
よ
か
ら
う
。
で
は
ず
て
。
一
向
趣
あ
る
も
の
と

も
恩
は
な
い
で
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
」
と
し
、
さ
ら
に
補
注
で
も
「
見
で
」
の
方

（
ぬ
ま
じ
り
と
し
み
ち
・
本
学
准
教
授
）

－５５－
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